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研究成果の概要： 

エキノコックス症、脳嚢虫症は新興・再興寄生虫感染症として国際的な問題になっている。

本研究ではアジアにおけるこれらの寄生虫の多様性（種、病原性）ならびに地理拡散について、

進化学的な観点から調査研究を展開する。条虫の分類学的再検討を含め、種間変異、種内変異

の解析を中心に、それぞれの種の多様性の解析を試み、（１)遺伝子ならびに形態学的解析に基

づく分類学的再検討、（２)病原性の多様性、（３)条虫症の地球上での分布拡散、（４）進化学的

考察についての解析・考察を試みる。 
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 直接経費 間接経費 合 計 

２００５年度 8,900,000 2,670,000 11,570,000 

２００６年度 7,900,000 2,370,000 10,270,000 
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  年度  
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１．研究開始当初の背景 
 地球規模で環境汚染、流行拡大が深刻化し
てきている人獣共通寄生虫疾患としてエキ
ノコックス症、脳嚢虫症がある。本研究は
2002 年度から 2005 年度までの 4 年間の研究
課題「アジアにおけるエキノコックス症、脳
嚢虫症流行拡大に関する免疫・分子疫学調
査」の最終年度における継続申請が認められ
た「アジアにおけるエキノコックス、テニア
条虫の種分化、病原性分化、分子進化調査研
究」である。本研究グループは世界に先駆け

て条虫のミトコンドリア、核遺伝子解析を展
開してきている。（１）エキノコックス条虫
に 関 し て は 新 種 エ キ ノ コ ッ ク ス 条 虫
(Echinococcus shiquicus)の発見があり、エ
キノコックス属条虫全体について分類学的
再検討の必要性、（２）テニア条虫に関して
はアジア各地から発見されるアジア条虫
(Taenia asiatica)の分類学的位置づけを検
討する必要性があった。 
 
 



２．研究の目的 
 エキノコックス症、脳嚢虫症は新興・再興
寄生虫感染症として国際的な問題になって
いる。また、最近、海産魚から感染する日本
海裂頭条虫による地球規模での感染例が散
見され始めている。本研究ではアジアならび
に世界におけるこれらの寄生虫の多様性（種、
病原性）について、進化学的な観点から調査
研究を展開することを目的とする。具体的に
は(1)世界に分布するエキノコックス条虫各
種ならびに申請者の研究グループが最近発
見 し た 新 種 エ キ ノ コ ッ ク ス 条 虫 (E. 
shiquicus)、(2)脳嚢虫症を引き起こす有鉤
条虫(Taenia solium)、(3)アジア各地で報告
されているアジア条虫(Taenia asiatica)、
無鉤条虫(Taenia saginata)、(4)裂頭条虫の
分類学的再検討を含め、種分化、地理拡散を
中心に、それぞれの遺伝子の多様性の解析を
試み、①進化学的考察、②病原性の多様性、
③地球上での分布拡散についての解析・考察
を試みる。 
 
３．研究の方法 
（１）すべての条虫材料に関して、ミトコン
ドリアならびに核遺伝子を解析する。 
（２）流行地における寄生虫サンプリングに
必要な検査法を開発する。 
（３）流行地における感染者の発見に必要な
検査法を開発する。 
 
４．研究成果 
（１）①エキノコックス属条虫はこれまで 4
種 類 （ E. granulosus, E. vogeli, E. 
oligarthrus, E. multilocularis）に統一さ
れていたが、そのうち E. granulosus は遺伝
子型として G1～G10ならびに未確定のアフリ
カライオン寄生の E. granulosus felidis が
あり、混乱していた。ミトコンドリア、核遺
伝子の解析から、新種 E. shiquicus を記載
し、G1～G10を4種の独立種として記載した。
またライオン寄生種を独立種として再記載
した。以上の研究成果からエキノコックスス
属条虫を 9 種類に分類した。②G5～G10 につ
いては未解決の問題が残っており、ヨーロッ
パの研究グループと共同研究として未解決
の問題に取り組む提案をし、現在新規の共同
研究が始まっている。この研究を通してエキ
ノコックス属条虫に関する分類学的再検討
が完成すると期待される。日本からの提案で
世界が動く画期的な協力体制であろう。③テ
ニア条虫 3種がアジア・太平洋地域に分布し
ているが、無鉤条虫(T. saginata)とアジア
条虫(T. asiatica)の分類学的位置づけが大
きな研究課題であり、両種が同所的に分布し
ている確実な地域が本研究を通して中国、タ
イから発見された。タイの流行地から得られ
た条虫のミトコンドリアと核遺伝子を解析

した結果、雑種と判断せざるを得ない成虫が
複数個体確認された。今後、このような雑種
確認に必要な簡便な手技を確立し、他の流行
地域での再確認、2 種の起源を論ずる必要が
ある。④海産魚から感染する裂頭条虫の分類
に関しても同様の遺伝子解析を実施し、世界
各国から入手した条虫サンプルを用いて分
類学的再考察を展開している。 
（２）テニア条虫 3種類のうち、致死的な脳
嚢虫症を引き起こす有鉤条虫(T. solium)を
他の 2種類から鑑別する必要があった。これ
まで旭川医科大学で開発してきた Multiplex 
PCR 法は流行地の現場での使用が困難である
こと、感度が高くないことから、新たに簡便
な遺伝子検査法の開発が必要であった。そこ
で新たに簡便な LAMP 法を確立した。流行地
での利用の可能性の評価が今後の課題であ
る。また、エキノコックス条虫の寄生確認に
必要な LAMP 法の確立にも取り組んでいる。 
（３）エキノコックス症、テニア症、脳嚢虫
症患者の発見に必要な検査法の開発として、
免疫検査法（血清検査、糞便検査）、遺伝子
検査法（糞便検査）を確立した。エキノコッ
クス症に関する血清診断法の開発では、文部
科学省の北海道橋渡し研究の一つとして取
り上げられ、迅速診断キットが開発されてい
る。活性病巣を有し、今後病態の悪化が予測
されるエキノコックス症患者をほぼ 100％、
特別な施設、経験を必要とせずに、20 分以内
の 1度の検査で確認できる時代になった。キ
ットの価格次第で全世界のエキノコックス
症（多包虫症）流行地における住民検診、患
者確定、治癒判定に用いられる可能性がある。 
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